
デ ジ タ ル ツ イ ン や A I な ど の 情 報 技 術 で
土 木 を ワ ク ワ ク し な が ら 取 り 組 め る 分 野 に

建設物価調査会の総合研究所では、次世代を担う若者の

育成・支援や様々な研究を通して建設事業の健全な発展 

と活性化に寄与する研究支援プロジェクトを行っています。 

その一環として、広く建設に関係する研究室を紹介します。
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研究に仕事に没頭していたこれまでと 
教育に研究に熱中していくこれから

　「教育と研究は両輪。良い教育をしたけれ
ば良い研究をしないとならないし、良い研究
をしていれば良い教育もできる」と、真剣な
眼差しで話す今井先生は、“突き詰める”気質
を持つタフガイだ。高校時代に所属した水泳
部では、合宿で１日20キロを泳ぎ込むなど、
“とことん”自分を追い込んだ。大学に入っ
てからは３年次の前期まで“とことん”遊ん
だ。そんな気質を土木の研究分野に発揮する
ようになったのは、大学4年次に研究室に所
属してからであった。月曜日から土曜日まで
研究室で寝泊まりし、“とことん”自身の研究
テーマに向き合った。
　就職先や周囲の人にも恵まれた。建設コン
サルタント会社に就職してすぐに教わった
「技術者は徹底的に調べ、考え、その結果を相
手に理解してもらうために説明する」という
考え方は、今も大切な指標である。この言葉
通り、研究室時代と同様に自分の仕事を“と
ことん”追求した。また国土交通省に出向し
た際には、新たな発見や刺激を経験してきた。
　そんな今井先生が次の活躍の場としたのは、
大学の教壇だった。未来へ向けた潜在的な課
題について自由な視点から提言でき、かつ後
進の育成に携われる立場に魅力を感じたから
である。新型コロナウイルスが国内で流行し
た際、感染者の増減予測で大きな注目を浴び
た人流データは、何を隠そう今井先生の研究
成果だ。現在はデジタルツインによる都市経
営の実現、人流データとAIを用いた新しい交
通量調査の方法等を模索中だ。
　ゼミ生からは「指導の一つ一つが自己成長
の糧になる」と慕われる先生も、そんな彼ら
が自慢の種だ。「うちの学生たちは、研究成
果を発表するコンクールで、沢山の賞を取っ
てきています。発表を見た企業の方々から、
登壇していた学生を採用したいと評価いただ
いたこともありました。」同学事務職員から
「徹底的に学生想いの先生」と尊敬を集める、
今井先生の誇らしげな笑顔があった。

１｜無骨なパンチングメタルが質実さを映す市ヶ谷田町校舎
２｜今井先生の書架には学生の寄せ書きや賞状が所狭しと並んでいる
３｜研究室では類似の研究分野ごとに着席し、学年問わず情報交換が行われる
４｜土木学会での学会発表にて
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法政大学 デザイン工学部 都市環境デザイン工学科

社 会 空 間 情 報 研 究 室
今井 龍一 教授 博士（工学）
2000年３月　関西大学大学院 工学研究科 修士課程 修了
2000年4月　日本工営株式会社
2009年３月　東京大学にて博士（工学）取得
2010年8月　国土交通省　国土技術政策総合研究所
2015年4月　東京都市大学 工学部 都市工学科 准教授
2019年4月　法政大学 デザイン工学部 都市環境デザイン工学科准教授
2020年10月　法政大学 デザイン工学部 都市環境デザイン工学科 教授
2010年10月　東京大学　空間情報科学研究センター　客員研究員
2016年4月　関西大学　社会空間情報科学研究センター客員研究員
2021年4月　東京大学　空間情報科学研究センター　客員教授

I M A I  R Y U I C H I

持田 正憲 教授 博士（工学）
2009年　早稲田大学理工学部建築学科　卒業
2011年　早稲田大学創造理工学研究科建築学専攻　修了
2012年　早稲田大学創造理工学部助手
2014年　早稲田大学にて博士（工学）取得
2014年　工学院大学建築学部助教
2018年　早稲田大学理工学術院創造理工学部建築学科　講師
2021年　早稲田大学理工学術院創造理工学部建築学科　准教授

（現在に至る）

専門分野｜土木情報学、空間情報科学、都市交通
研究テーマ｜本研究室では、多くの関係者で共通認識をもっ
て社会空間（国土空間、都市活動）の現状を知る、潜在する
事象を発見する、将来を予測する、諸課題への対策を講ずる
ための技術やマネジメント手法として、「国土空間の計測・管
理手法の研究」と「都市活動の分析・見える化の研究」の2本柱を設定し、
産官学の多くの関係者と共同研究体制を構築して鋭意取り組んでいます。
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を
牽
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し
て
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き
た
い

　
部
活
動
で
忙
し
か
っ
た
高
校
時
代
、
地
元
の
み
な

と
み
ら
い
で
過
ご
す
こ
と
が
自
分
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

方
法
で
し
た
。
美
し
い
街
並
み
が
人
の
安
ら
ぎ
に
繋

が
る
こ
と
に
感
嘆
し
、
街
の
設
計
に
興
味
を
抱
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
大
学
で
受
講
し
た
都
市
デ
ザ
イ
ン

の
講
義
で
、
都
市
が
様
々
な
情
報
を
も
と
に
設
計
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
情
報
分
析
の
重
要
性
に
気

づ
き
、
今
井
研
で
学
ぶ
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
主
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
人
流
・
車
両
の

自
動
認
識
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
研
究
を
通
じ
て
、

今
後
、
都
市
設
計
を
高
度
化
・
省
力
化
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、
情
報
・
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
必
要
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
全
て
の
自
動
化
が
最
善
と
も

限
ら
な
い
た
め
、
技
術
者
は
人
力
と
技
術
利
用
の
最

適
な
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
卒
業
後
は
、
設
計
コ
ン
サ
ル
の
情
報
系
部
門
で
、

こ
う
し
た
課
題
に
携
わ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

潜在能力を引き出し、本気にさせる
学生には潜在能力があります。彼等にやってみせ、
言って聞かせ、本気にさせる。私が常に意識してい
ることです。学生間で議論し、技術を伝承するサイ
クルを構築することで、社会人として役立つスキル
が必ず身に付きます。そのためには、言わないとい
けないことは遠慮なく言います。携わった研究が社
会に役立つことを実感してもらい、この先ずっと生
き生きと活躍してほしいと思っています。

指導方針

学 生 イ ン タ ビ ュ ー ＊「学年」は2024年10月の取材当時のものです

石
川
健
太
（
イ
シ
カ
ワ
ケ
ン
タ
）

修
士
２
年
　
愛
知
県
出
身

趣
味
：
研
究
室
の
仲
間
と
の
釣
り
、
人
と
話
す
こ
と

こ
の
２
つ
が
合
わ
さ
る
と
時
間
が
溶
け
ま
す

小
橋
幸
貴
（
コ
バ
シ
ト
モ
キ
）

修
士
２
年
　
神
奈
川
県
出
身

趣
味
：
プ
ロ
野
球
観
戦
（
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
フ
ァ
ン
）

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
サ
ウ
ナ
も
お
す
す
め
で
す

菊
地
勇
希
（
キ
ク
チ
ユ
ウ
キ
）

学
部
４
年
　
神
奈
川
県
出
身

趣
味
：
多
種
多
様
な
野
生
動
物
の
写
真
を
撮
る
こ
と

各
地
方
の
道
路
を
走
る
こ
と
も
醍
醐
味
で
す

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
シ
ビ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
る

　
小
学
校
課
程
の
途
中
で
関
東
に
引
っ
越
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
と
き
に
、
道
路
環
境
や
街
並
み
が
地
元

の
名
古
屋
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
気
づ
き
、
都
市

計
画
に
強
く
興
味
を
抱
く
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
自
宅
が
徐
々
に
組
み
あ
が
る
様
子
に
感
銘

を
受
け
、
建
設
業
を
目
指
す
決
意
を
し
ま
し
た
。

　
大
学
で
は
、
建
設
業
に
進
む
上
で
必
要
な
知
識
を

幅
広
く
得
た
い
と
思
い
、
様
々
な
講
義
を
受
け
ま
し

た
。
今
井
研
を
志
望
し
始
め
た
の
は
こ
の
時
で
す
。

先
生
の
「
情
報
を
使
っ
た
土
木
」
の
授
業
が
興
味
深

く
、
将
来
の
武
器
に
な
り
そ
う
な
予
感
が
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
皆
様
か
ら
感
じ
た
「
い
か

に
し
て
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
成
果
に
反
映
さ
せ
る
か
」

と
い
う
気
概
が
理
想
の
自
分
像
と
重
な
り
、
今
後
の

目
標
と
な
り
ま
し
た
。
豊
富
な
知
識
を
備
え
、
情
報

を
駆
使
し
な
が
ら
適
切
な
提
案
が
で
き
る
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
駆
使
し
て
、
地
域
ご
と
に

適
し
た
道
路
を
設
計
し
て
い
き
た
い

　
幼
少
期
に
車
や
新
幹
線
に
乗
る
機
会
が
多
く
、
地

域
の
変
化
に
よ
っ
て
移
ろ
っ
て
い
く
風
景
を
窓
か
ら

見
て
い
る
こ
と
が
好
き
で
し
た
。

　
車
で
父
と
出
か
け
る
機
会
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
車
線
数
や
非
常
に
入

り
組
ん
だ
構
造
を
し
た
高
速
道
路
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
な
ど
を
見
て
使
っ
て
い
る
う
ち
に
、
特
に
「
道

路
」
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
は
、
人
々
の
生
活
を
支
え
て
い
る
そ
れ

ら
の
設
計
に
携
わ
る
こ
と
が
、
将
来
の
夢
と
な
る
ま

で
時
間
が
か
か
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
今
井
研
で
は
、
自
動
車
の
プ
ロ
ー
ブ
デ
ー
タ
に
関

す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
研
究
を
進
め
る
ほ
ど
、

道
路
の
計
画
・
設
計
が
や
り
が
い
の
大
き
い
仕
事
で

あ
る
と
改
め
て
実
感
す
る
ば
か
り
で
す
。

　
４
月
か
ら
一
員
と
な
る
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
で
、
交
通
需
要
や
環
境
を
考
慮
し
た
、
適
切
な
道

路
の
設
計
・
提
案
が
で
き
る
技
術
者
を
目
指
し
ま
す
。

国土空間の計測・管理手法の研究
点群データや動画像を用いて都市を丸ごとデジタル化したデジ

タルツインの整備・更新手法・具体的な活用方法を研究しています。国土
を詳細に計測したデジタルツインを構築できれば、土砂崩れ・堤防の決壊
などの災害を未然に防ぐことやインフラを効率的に点検することが可能と
なります。これにより、住みやすいまちづくりに貢献できます。

１

最近の研究テーマ

都市活動の分析・見える化の研究
携帯電話やカーナビなどの媒体から24時間365日取得されるヒト

やクルマなどの膨大な移動履歴に基づく人流・車流データや統計調査の各種
資料を組み合わせて、都市活動の現状把握、潜在する事象の発見や将来予測
に係わる分析・見える化手法や地図基盤を開発しています。具体例として、
市販のビデオカメラや廉価なレーザ機器を用いて計測した動画像および点群
データにAIを用いた交通量の計測手法などがあります。

2

コンペティションで最優秀賞を受賞した記念撮影 学会発表の参加先で松島観光も
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